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論　　文　　の　　要　　旨
　本論文は昆虫綱総翅目のオオアザミウマ亜科バクトリド属の分類を整理しヨ胚子1後胚子発生を
明らかにするとともに、この属の系統関係を解明することを目的としている。それらの研究は4部
に分け記述されている。
　第1部　分類ではバクトリド属及び近縁11属の標徴の検討を行い、本属の分類的定義を確立し
た。これに基きヨ新たに2属を設け、従来の所属をめぐっての混乱が整理された。
　この結果ヨバクトリド属に所属するものとしてヨ26種を認めることができヨうち3種を新種とし
て記載している。また、今日まで分類が困難であった雌標本についても害内部生殖器の構造が重要
な標徴となることを発見し，初めてこれを用いて雌の分類を行っている。
　第2部　生活史では邦産バクトリド属の配偶行動，産卵行動ヨ卵胎生ヨ後胚子発生等が述べられ
ている。特に交尾行動ラ雄による卵塊保護雪同一雌による卵生、卵胎生卵の産出は，本研究におい
て初めて観察ラ記載された。
　またヨこの属の2幼虫期，3踊期にわたる外部形態の詳細な記載が行われヨ第亙嬬期に翅芽の発
達が確認された。
　第3部　卵形成及び胚子発生についてはラ本論文で最も力を注いだ部分である。卵巣は無栄養室
型で冒形成細胞巣は癒合している。卵形成の進行に伴って卵内に各々2個の菌細胞塊が形成されヨ
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卵の完成の直前になるとヨ後極に極穎粒が出現することが確認された。
　またヨ胚帯形成時における菌細胞塊の特異な行動が明らかにされた。卵割中心は卵の後極寄りに
あるため雪卵割核の分布は後極寄りで密である。胚帯は沈入雪倒立型でラ胚期のほぼ中問に顕著な
反転運動を行う。内層形成は増殖型である。器官形成についてはヨ神経系ヨ外胚葉性陥入ヨ側脚ヨ
生殖腺原基等の形成が観察された。中腸上皮形成は二極型であるがヨ中腸内腔で卵黄細胞が薄膜化
して卵黄を包みこむ現像。肛門陥の発達以前にマルピギー管原基が出現することなどの特徴が初め
て観察された。
　第4部　以上の3部の研究結果に基き，総翅目内におけるオオアザミウマ亜科の系統的位置が検
討され、現在所属しているクダアザミウマ科から分離しヨ独立の科として扱うのが妥当であるとの
結論に達している。また、総翅目の準新翅群内における類縁及び系統関係については，総翅目が最
も古い時代に分岐したものであろうと推測している。
審　　査　　の　　要　　旨
　農業害虫としてのアザミウマ類については雪今日まで多様な研究がなされてきたがヨ胞子食のオ
オアザミウマ亜科は総翅目中で系統的に重要な位置を占めるにもかかわらずラ分類学的研究がなさ
れた程度でラ生活史事胚子発生に関しては全く研究がなかった。
　本研究はこの欠を補うために行われたものでヨ論文要旨の項で述べた通り、大きな成果を収めラ
この分野の知見に貢献するところが大きい。今後ヨ胚子発生分野の更に深い研究が望まれるもののラ
充実した内容を備えた論文である。
　よって、著者は理学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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